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令
和
４
年
度

「
PTAとして生徒と学校を支援する

開
会
行
事
の
あ
と
、
宇
土
中
学
校
・宇

上
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
熊
本
商
業
高
等

学
校
育
友
会
か
ら
渚
動
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
宇
土
中
学
校
。宇
上
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
「Ｐ
Ｔ
Ａ

と
し
て
前
例
の
な
い
手
段
と
規
模
で
生

徒
と
学
校
を
支
援
す
る
」
取
組
と
し
て
、

「学
び
を
止
め
な
い
基
金
」
の
創
設
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本
商
業
高
等
学
校

育
友
会
か
ら
は
、
学
校
と
保
護
者
間
の

コ

こヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
か
な
か
取
れ

な
い
な
か
、
手
段
と
な
る
会
報
誌
が
確

実
に
手
元
へ
届
く
方
法
と
し
て
頭
不
報
誌

の
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
す」
れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
質

疑
応
答
で
も
た
く
さ
ん
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
死
松
橋
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
岸
英
治
様

か
ら

「
人

生
ド
ラ
イ
ブ
」

と
題
し
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
松
橋
高
校

の
役
員
を
‐８
年

、
〈
本
長

を
５
年
、
音
同
Ｐ
連
役
員
を
２
年
務
め
た

ご
経
験
や
、
ア
男
３
女
の
お
父
さ
ん
と

し
て
の
子
育
て
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
今

ま
で
の
人
生
を
自

ら

『
演
じ
て
』
い
た

だ
き
ま
し
た
。

閉
会
行
事
で
は
、
次
期
幹
事
校
の
第

二
高
校
北

岡
会

長
か
ら
ご

挨
拶
を

い

た
だ
き
、
無
事
に
指
導
者
研
究
大
会
を

終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

幹
事
校
事
務

雖
炉
蛛
紳
認
菱

加
の
も
と
小
川
総
合
文
化
セ
ン
ダ
ー
ラ

ポ
ー
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と

が

で
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
タ
シ
ョ
ン
で

は
、
△フ
年
度
か
ら
渚
動
を
開
始
し
た
「松

高
Ｄ
Ｘ
部
」
の
活
動
の
様
子
を
ま
と
め

た
動

固

や

、
〈フ
ま

で
に
放

送

さ
れ
た

‐
∃
　
一五
―
ス
番
組
を
映
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
１１
月
５

日
に
買
「
和
４
年
度
中

央
地
区
公
立
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
究

公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
研
究
大
会
　
各
地
区
幹
事
校
報
告

「 青少年あ健全育成とPTA活動

令
和
４
年
１０
月
２２

日
、
山
鹿
市
民
交
流
也

ン
ダ
ー
に
お
い
て
瓜
「

和

４
年
度
城
北
地
区

公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
指

導
者
研
究
大
会
」
を
本
校
育
友

会
が
幹
事
校
と
し
て
、
１
６
０
人
の
参
加

者
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

会
に
先
立
ち
、
本
校
の
学
校
紹
介
ビ
デ

オ
を
流
し
、
日
頃
の
生
徒
の
様
子
等
を
見

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副

会
長
の
池
田
幸
司
様
を
来
賓
と
し
て
お

迎
え
し
、
県
高
Ｐ
連
の
夏
木
会
長
、
城
北

地
区
の
中
野
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
本
校
の
藤
本
校
長
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
効
北
地
区
会

長
の
池
部
様
に
社
会
教
育
功
労
表
彰

（知
事
表
彰
）が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
行
事
後
の
研
究
発
表
で
は
、
玉
名

高
校
育
友
会
と
翔
陽
高
校
育
友
会
か
ら

テ
ー
マ
で
あ
る
璽
自
少
年
の
健
全
育
成
と

Ｐ

Ｔ

Ａ

渚

動

」
に

つ

い

て

、
日

頃

の

Ｐ

Ｔ

Ａ

沼
動
、
及
び
学
校
や
地
域
と
の
連
携
等
に

つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

例
年
と
趣
向
を
変
え
た
講
座
で
は
、

「く
ま
も
と

『
親
の
学
び
』
プ

ロ
グ
ラ
ム
」

を
渚
用
す
る
こ
と
と
し
、
県
教
育
庁
社
会

教
育
課
の
工
木
圭
召
郎
社
会
教
育
主
事

を
講
師
と
し
て
、
「考
え
よ
う
―
ス
マ
ホ

と
の
距
離
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ス
マ
ホ
に

関
す
る
諸
問
題
や
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル

作
り
な
ど
出
席
者
と
と
も
に
考
え
る
内

容
の
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
民
高
Ｐ
連
の
小
林
事
務
局
長

か
ら
生
徒
総
合
保
障
制
度
・全
国
高
Ｐ
連

賠
償
責
任
補
償
制
度
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

閉
会
行
事
で
は
、
中
野
城
北
地
区
会
長

か
ら
地
区
代
表
校
の
発
表
が
あ
り
幹
事

校
を
代
表
し
て
本
校
育
友
会
の
仲
間
会

長
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
最
後
に
次
年

度
幹
事
校
で
あ
る
北
稜
高
校
育
友
会
の

小
松
会
長
か
ら
来
年
度
開
催
に
向
け
た

決
意
表
明
を
い
た
だ
き
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

に
本
研
究
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
々
に

対
し
て
、
ア」
の
場
を
お
借
り
し
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

畿

レ

虫
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者
研
究
大
会
」
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
や
令
和
２
年
フ
月
豪
雨
被
害
を

の
り
越
え
、
よ
う
や
く
３
年
ぶ
り
に

‐４
校
１
、４
ア
名
の
多
数
の
ご
参
加

を
得
て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
災
害
後
の
人
吉

の
復
興
を
人
高
生
が
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
通
し
て
紹
介
す
る
「ぎ
ゃ
ん
と

こ
人
吉
ｃ
ｈ
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
（

「ぎ
ゃ
ん
と
こ
」
と
は
球
磨
弁
で
フ
」

う
い
う
と
こ
ろ
」
の
意
味
）

３
年
ぶ
り
と
な
る
と
実
際
に
研

究
大
会
に
参
加
し
た
先
生
や
役
員

も
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
△
□
わ
せ
て
感

染
防
止
対
応
な
ど
の
新
た
な
取
り

組
み
、
大
会
冊
子
作
製
と
人
吉
を

よ
り
知
ワ
に
い
た
だ
く
ア
イ
テ
ム

選
び
に
多
く
の
時
間
を
か
け
、
久

し

ｄ

り

の
対

面

で

の
大

き

な

Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
に
安
心
し
て
ご
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
、
城
南
地
区
の

皆
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
準
備

を
し
ま
し
た
。

研
究
発
表
は
、
一戸
北
高
校
育
友

△
至

１
０
０
年
の
歴
史
に
学
び
、

こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を
築
く
」
、

水

俣

高
校

Ｐ

Ｔ

Ａ

「
新

間

で
発

見
！
水
高
生
」
を
テ
ー
マ
に
実
践
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
長
い
伝
統
で

培
っ
た
地
域
で
の
渚
動
を
基
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
活
動
の
変
化
、
災
害
後

の
地
域
と
の
関
わ
り
方
な
ど
こ
れ

ま
で
の
歴
史
に
は
な
い
、
新
た
な
挑

戦
を
数
多
く
実
践
さ
れ
た
軌
囲
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
学
び
移
く
、
あ

っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
。
ま
た

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
明
導
寺
ご
住

職
藤

岡
教

顕
さ
ま
を
お
招
き
し

「今
を
生
か
さ
れ
て
生
き
る
」
を
演

題
に
笑
い
あ
り
沈
黙
あ
り
の
多
く

の
雰
」
縁
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
日
集
ま
っ
た
皆
さ
ま
お
一

人
お
ひ
と
り
と
、
す」
の
ご
縁
が
さ
ら

に
続
く
こ
と
を
願
い
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
新
時
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
の
大
会

は
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。

「 新時代へのスタート大会」

可コ
不日
4
年

１０

月

１５

日

（土
）
幹
事
校

で
あ
る
人
吉

高

校

第

一
体

育

館

に

て

「
城

南

地

区

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導

変化する学校環境保護者にできること」

令
和

４
年

度

天

草

地

区

公

立

高
等

学

校

Ｐ
Ｔ

Ａ
指

導
者
研
究
大
会

を
令
和

４
年

１０
月

３０
日

（
日
）
に
上

天
草
高
校

で
開

催
し
ま
し
た
。
各
校
か
ら
の
参
加

人
数
の
制
限
を
設
け
る
中
、

４４
名

の
方

に
ご

参
加

い
た
だ

き
ま
し

た
。開

会
行
事
で
は
、
全
国
高
Ｐ
連

団
体
表
彰
の
天
草

工
業
高
校
育

友
会
様
、
全
国
高
Ｐ
連
個
人
表
彰

な
ら
び

に
熊
本
具
社
会
教
育
功

労
表
彰

の
上

天
草
高
校
育
友
会

前
会
長
の
齊
藤
智
隆
様

に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
、
〈
本
場
全
体
が
天

草
地
区
高
Ｐ
連
特
有
の
一体
感
と

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

研
究
発
表
で
は
、
天
車
拓
心
高

校
育
友
会
吉
田
会
長
か
ら
「学
校

の
学
習
環
境
が

大
き
く
変
化
す

る
な
か
で
、
私
た
ち
保
護
者
に
何

が

で
き
る
か
。
」
を
考
え
、
実
践
し

た
取
組
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
発
表
後
は
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
地
域
の
学

校
同
士
で
協
力
し
合
う
、
天
草
地

区
の
家
族
的
な
雰
囲
気
を
感
じ

ま
し
た
。

そ

の
後

、
「
選

択

の
科

学

～

人
生
は
偶

然

と
運
命

と
選
択
で

で
き
て
い
る
～
」
と
題
し
、
内

閣

府
地
域
活
性
化
伝
道
師
の
三
角

幸

三
先
生

に
よ
る
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
主

題
で
あ
る

「
進

路
選
択
に
保
護
者
が
ど

う
関
わ

る
か
」
に
は
触
れ
ず

、
運送
ぶ
事
と

支
援
す
る
事
に
つ
い
て
の
み
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
講
演

後
、
参
加
者
か
ら

「
進
路
選
択
に

お
い
て
、
保
護
者
と
し
て
‥
と
と

い
う
質
問
が

で
る
な
ど
、
参
加
者

に
考
え
る
材
料
の
み
提
供
し
、
自

ら
考
え
て
も
ら
う
意

図
が

感
じ

ら
れ
る
請
演
で
し
た
。

天
草
地
区
６
校
の
絆
と
、
地
域

全
体

で
生
徒
を
見
守

る
と
い
う

強

い
想

い
に
溢

れ
た
大
会

に
な

り
ま
し
た
。

)
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令和4年度 熊本県教育委員会との教育懇談会 県高P連 秋季研修会
令和4年 12月 15日、自石教育長を始め関係各課に出席いただき教育懇談会を開催しました。この孝女育懇談会 |よ 、

高校孝女育への矢B見を広げ相互理解を深めることで本県高校教育の振興に連携して取り組むために、継続して実施し

ています。

始めに小田副会長が県高P連の沼動につしヽて説明を行い、続しヽて県高P連から事前に出されてしヽた質問と要望に

つしヽて、教育委員会から回答をいただきました。その中で「PTA未加入が深刻な問題となっているところもあるが、本

県でlよ皆さんがたいへん協力的である」と、感謝の意を述べられました。フリートー
`フ

では、「高校魅力化の推進」につ

いて意見交換が行われました。教育委員会からは、「すべての高校生が夢に挑戦できる魅力ある県立学校」を目指す
「景立高校魅力化きらめきプラン」について説明がありました。①学校の特色化。魅力化、②教育内容の充実、③情報

発信の取組みとして、11の取組みが紹介され、指定校の分類ごとに各高校の実践例を情報共有していただきました。

高P連の参力[者からは、「魅力化の対象となる中学生・保護者にとって魅力と感じる内容・表現方法への工夫が大切で

ある」「就職を主とする高校lよ『高校生キャリアサポーター』・『熊本しごとコーディネーター』を学校に配置し支援があ

るが、普通科で進学を希望する子どもたちlよ 、インターンシップ実施の不足により先を見据えた動きができず1青報量

が少ない。科間わず広く支援をいただきたい。」などの意見がありました。最後に自石教育長から総括として、「現場の

声をいただくことlよ大変ありがたい。ご意見を聞きながらすすめていきたい。」とお言葉をいただきました。

参力l者からは、「教育委員会と高P連参加者ともに、子どもたちのために熱心に考えていることを感じ、とても有意

義な時間だつた。」「教育委員会の話を間けて勉強になつた。」など前向きな声が寄せられました。コロナ禍の今、私た

ち保護者ができるすべてのことを、これから生きてしヽく子どもたちへ全力でサポートしていきたいと思います。

令和4年度「熊本県高P連研修会,PTA実践発表会」が11月 26日午後より熊本県立劇場大会議室にて開催され、県

下公立高校PTA役員及び学校関係者ら約150名が参力llさ れました。

夏木会長の挨拶から始まり、来寮の熊本県教育庁市町村教育局社会教育課長の三角様にお言葉を頂きました。そ

の後、立正大学文学部社会学科教授石川由香里様より「生徒とl呆護者のための性教育」について講演をして頂きまし

た。過去のアンケート結果を基にノ
ノ」
＼
析されたお話をされ、学校と家庭のどちらで教えるべきか、またしヽつ頃までに教えるの

が適切か等のお話がありました。これから「求められる性孝女育」として、リスタヘの対応・年齢発達に応じた正しい欠[識・異性愛中心主義か

らの脱却'生の多様性についての認識・家庭における性教育と学校における性荻育の分担と共有等についてお話いただき、性教育の大切

さを改めて考えさせられる講演会でした。

各地区代表校実践発表では、天車拓心高等学校育友会、水俣高等学校PTA、 宇土中

学校・高等学校PTA、 玉名高等学校・円属中学校育友会の4校より、各学校の取り組み等

の発表がありました。未だ落ちつかないコロナ禍において、各校の工夫を凝らした沼動

などの発表があり、とても参考になる内容でした。発表後、次年度に開催される九高P連

佐賀大会へ、本県代表を選考するための投票も行わイl、 水俣高等学校PTAが選出され

ました。引き続き代表として頑張つて頂きたいと思います。

講評で l[矢 、来賓の三角様にお言葉を頂きました。各学校の教育目標、校訓、スローガ

ンを具体化するための取り組み・コロナ禍でできる事を工夫した実践。各学校の特色を

活かしたPTA汚動をまとめられ、また、熊本県教育委員会の重点取組 (地域、行政との連   県代表に選ばれた水俣高校PTAの皆さん

携)についてお話しさイ1ま した。

2022鹿農 ジュニアクラブ第 2回講 座 を開催

42月 10日 (土 )に 小学4～ 6年生を対象とした体験

講座を行いました。今回は生活デザイン科、食品科学

科の講座を開設し、『おせち』『ワリスマスケーキ』を作

りました。生活デザイン科の生徒達が自分たちの知識

を活かし、小学生と一緒におせちを完成させました。

食品科学科では生徒たちと一緒にイアリスマスケーキ

のデコレーションをしました。どちらも大盛況で、完成

品を持ち帰って、おいしく食べてくれました。

yヶ鳴鵞缶ド′

食 品 加 工 部

食品力8工部では、山鹿産和紅茶の認知度向上や

地域食材を使用した肉まんの開発など、山鹿地域や

熊本県の活性化を目指して、日々活動に励んでいま

す。最近は、にしめ万十を製造・販売されている平家

屋とコラボして肉まんをFォ句発し、商品化することがで

きました 。現

在、」Aか もと

夢大地館や志

来菜彩 (合志 )

などで販売さ

れています。

郷止芸能伝承部

多くの皆さまに支えられ、創部35年 、山鹿火」籠
踊りを車心に、熊本民謡の継承活動を頑張つていま
す。現在3年連続で全国高等学校総合文化察へ熊
本県代表として出場中です。

i 第73団日本学校農業クラブ
: 全国大会 令和4年度北陸大会

10月 25日から27日に北陸3県 (福井、石川、富山)

で行われた、第73回 []本学校農業クラブ全国大会

令不B4年度北 1睦 大会に参力]し ました。本校からは、

農業鑑定競技に3名 出場、意見発表会の視察とし

て1名参力8しました。農業鑑定競技においては、見

事全員優秀賞を受賞することができました。令不て15

年度は熊本県で全国大会が行われます。本校は意

見発表会を担当します。運営等、頑張ります。

四 牟斥咎言機

わが校では授業や部活動を教育活動の中心に据えな

がらも、生徒たちが積極的に外部と連携しながら自ら

の課題を発見し、その解決に向けた取り組みに挑戦し

ています。

未来の観光人材育成事業

熊本県や日本旅行の主催す

るGO GREENプロジェてフトに

参加し、実際に阿蘇で宿泊研修
を行いました。トレッキングや草

原ライド、乗馬体験などのアク

ティビティのほか、火山博物館

や草原保全活動センターにて持

続可能なツーリズムについて学
びを深めました。

大西熊本市長□一カル

マニフェスト検証会主催
一般社団法人熊本青年会5売所

大西熊本市長が掲げるロー
カルマニフェストの検証と課題
に対する提言をまとめ、発表会
に参加しました。今夏から検証
を開始し、大西熊本市長と直接
お話する機会をいただくなど充
実した活動となりました。

授業「課題研究」地域経済探究

熊本市の財政に着目し、ふ
るさと納税の返礼品を企業の
方と一緒に「定期便」という形
で開発しました。事業者様の熱
い思いを間き、全国の方に熊
本のおいしい物を届けます。

福祉ボランティア部

福祉ボランテイア部は、令不8
4年度熊本市善行表彰を受けま
した。ここ数年、学校の近くの高
橋稲荷神社での、革取りなどの
清掃遇動を行つたり、水前寺周
辺の公園の清掃や花植などの
活動をしていたことを評価して
いただきました。

美術部 ・… …・・…… …・

美術部では油絵やデザイ

ンなどを中心に日々制作に

励んでおり、体育祭や文化

祭の看板やポスター制作も

担当しています。また高校美

術展では3年連続全国大会
へ出場しています。

書道部・… ……Ⅲ…・・・

書道部は、技術向上のた
め色々な書道展に出品して
います。全国総合文化祭の
県代表に選ばれたり、熊本県
揮墓大会では2年臨書半切
部門で1位を獲得したりなど
上位入賞を果たしています。

演劇部 … ……… …・・・

2年生8名 、1年生2名 の10名で不l気語々と活動しています。今年は城
北地区,熊本市地区大会を勝ち抜いて、11月下旬に開催される県大会に
出場しました。コBナ禍における上演の制限が緩和されつつあり、改めて
人前で表現する喜びをかみ

しめながら活動しています。

lShow must go on!鼻然

爾

部活動

本校は、体育系・文化系の部活動及び同好会を含めると37つ あり、

多くの生徒が日々の活動に取組み、切磋琢磨しています。体育系では、

硬式テニス部が個人シングルスで高校総体に出場、柔道部、弓道部、陸
上部、水泳部、ソフトテニス部も九州大会に出場するなど、優秀な成績
を収めています。文化系では、機械製作部、機械クラブ、美術部、コン

ピュータ部が全国大会に出場し、体育・文化両面で活躍しています。

柔道部(九州大会出場)

・′` 主=
~―  ;ミ

「
神

授業「課題研究J田崎市場内の商店を
「メリレカリShops」 でEC化

田崎市場に店舗を構える演物店をEC
化させるプロジェクHこ取り組みました。
株式会社メルカリより講師を招聘し、EC
に対する理解を深め、商品展開や販売
戦路等の指導を受けながら、事業者向
け販売サイト「メルカリShops」 を用い

て、販売を開始しました。

情報科2年による職業別座談会

職業に対する知識や制く意欲を涵養

することを目的に、職美別座談会を実施

しました。事務職、公務員、税理士、美容

師、Web関 係など10講座を準備し、そ

れぞれが希望する講座に参カロしました。

当日は生徒たち自ら会を運営し、積極的

に質問する様子が見られました。

| 熊本凸高様

本校は、熊本市西郊の田園地帯

にあり、北側に金峰山山系の曲々

が連なり、西の有 9月海からの風が

吹き抜ける爽やかな環境にあり、

有明海 に沈む太陽の夕焼 けが織

りなす風景は絶景です。

そのような中、「清 (規律・秩序>明
(自 由 ,創造 )・ 不□(調和・奉仕 )」 の校

訓のもと、清らかで明るく和やか

な学び舎を生徒、職員、保護者で

作つています。

サイエンス情報科・普通科・普通

科体育コースの2学科 1ヨ ースか

らなり、文武両道を目指し、日々ホ青

進しています。体育系部活動の活

躍は目覚ましく、全国大会常連の

部活動もあり、優秀な成績を収め

ています。しかし、近年 は文化系

部活動も活躍しています。少人数

ながら地道な努力が実を結 んで

います。ここでは、福祉ボランテイ

ア部・美術部・書道部・演劇部の活

動を紹介します。

令不85年度より、体育コースは

スポーツコースに改称されます。

令不86年度に創立50周年を

迎えます。

ビーチ清掃活動と海のグラスマッチ

7月 13日に砂月海水浴場にて、牛深高校ならではの海のクラスマッ

チを開催しました。まずゴミ拾いで砂浜を綺麗にし、その後ドッジボー

ルやビーチフラッグで盛り上がりました。

総合学科発表会

12月 17日 に開催された総合学科発表会では、日頃の学dや探究

活動の成果をステージ部門や展示部門にて発表しました。また、本校

と同じく総合学科を有する翔陽高校の代表生徒の皆さんにもお越し

いただき、研究成果を発表していただきました。今後も生徒一人一人

が探究する姿勢を持ち、それぞれの学びを深めていきたいと思います。

m郎就辮卿

+
硬式テニス部

(全国高校総体出場)

美術部

ｒ

Ｌ

性

Ｌ

一撤

女子弓道部
(九州大会出場)

(全国高校総文祭出場)

機械製作部
(全国ロポット競技大会)

機械クラブ

(第 6回溶接甲子国出場)(」 MCR2023全 国大会)

ツフトテニス部  陸上部(九州大会出場)氷泳部(九州大会出場)

(九州大会出場)

..・
―・・・・中●●●●●・… ……… (生徒会活動 )

本校の生徒会は執行部28名からなり、体育祭、文化

祭、fフ ラスマッチ、ボランティア等の学校行事運営に積

極的に携わり、学校の活性化に努めています。令和4年

7月 23日 (土 )に 、生徒会と部活

動生が中心となり、毎年八代地

区で開催される「第18回八代

海 河川・浜辺の大そうじ大会」
に参カロしました。参加生徒は

170名 で、清掃活動ボランテイ

アを通して、不法投棄をはじめ、

川から流れ込むごみが多い現

実を知り、球磨川・八代海の自

然を守ることの重要性を感じる
ことができました。

ぃ学
'令

和4年度常監2蹴汽拿

犠 グライミング部

スポーツクライミングに

は5m程度の壁を登るボル

ダリングと、ロープを使つ

て安全を確保しながら15

m程度の高い壁を登る

リードの2種目があります。

学校でできる練習もボル

ダリングであり、これは熊

本市内のジムでのボルダ

リングの練習の様子です。

ゝ
』ヒ籍 富機

浜辺の大掃除

陸上競技部

令和4年 10月 29日 から31日 に

栃木県 (カ ンセキスタジアムとち

ぎ)で開催された第22回 全国障害

者スポーツ大会個人競技陸上競

技 1500mに 出場し、見事優勝し

ました。本人の優勝経験が、他の

選手の刺激にもなり、来年度の高

校総体に向けて頑張つています。

進園科

令和 4年 3月 から5月 にかけて

行われた全国都市緑化フェアで、

北稜高校造園科は、農業系高校

作品展示部門に庭を出展 し、見

事 !!最優秀賞である熊本県夕[事

賞を受賞することができました。

この他にも様々な庭を造園科では

造つています。生徒たちがデザイ

ンから施工までを行い、素敵な空

間を提供しております。

農業系高校作品 熊本県矢8事賞受賞

0 写

≡し▼
・。
一
ｆ

‘
〔

3口 食

',州

商群学後

レスリング部
女子レスリング部があるのは、県内では

北稜高校だけです。少ない人数ですが、全

国大会に行くとたくさんの選手がいます。

また、オリンピックの金メダリストも多くい

て、日本の女子レスリング (よ世界でもトッ

プクラスです。私たちも少しでも追いつけ

るように日々の練習を頑張つています。

●

牛深ハイヤ祭り

■

　

●
　

６

4月 16日、17日に第50回 牛深ハイヤ祭りが開催され、迫中総踊
りや祭リボランテイアスタッフとして、生徒・職員約60名 が参力0しま

した。牛深に春の訪れを感じさせる賑やかな一日となり、地域の方

や県内外の観光客の方に大変喜んでいただきました。

スポーツクライミングの競技人□は増えてき

ましたが、高校の部活動としてはまだマイナー

です。高校総体などでも登山競技はありますが

クライミング競技はありません。甲佐高校クラ

イミング部は希少な存在です。普段は学校の小
さい

`フ

ライミング壁で練習しています。

公式戦は国民体育大会と12月の高校

生選手権大会ですが、これは令不B4年度

の団体九州ブロック大会熊本県予選会

に出場したBこの熊本県立総合体育館に

おけるリード種目の様子です。
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熊本高等学校

本
校
は
明
治
３３
年
に
第
二

済
々
豊
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

同
年
の
う
ち
に
熊
本
県
熊
本

中
学
と
改
称
。
〈フ
年
、
創
立

１
２
２
年
を
迎
え
る
伝
統
校

で
す
。
創
立
以
来
、
本
校
の
教

育
方
針
は
「立
志
篤
行
（目
標

を
立
て
、実
現
の
た
め
に
真
摯

に
取
り
組
む
と
を
踏
ま
え
、

「士
君
子
」
た
る
人
物
の
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。
士
君
子
た

る
人
物
と
は
、

２‐
世
紀
国
際

社
会
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
能
力
と
異
な
る
文

化
に
対
す
る
柔
軟
な
心
や
品

位
あ
る
姿
勢
を
堅
持
で
き
る

人
材
を
意
味
し
ま
す
。

本
校
の
生
徒
総
数
は
普
通

科
１
２
１
５
人
。
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
は
卒
業
後
に
大
学
進
学

し
ま
す
が
、
そ
の
進
学
先
は

全
国
の
□
公
立
大
学
や
私
立

大
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
ま
た
令
和
２
年
に
国
の

「ワ
ー
ル
ド
・ワ
イ
ド
・ラ
十
二

ン
グ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築

猿

訓

几
ソ
　
Λ
猿
ノ
生
徒
タ
ル

者
ハ
誠
実
己
フ
素
り
礼
孜

身
フ
持
シ
菩
フ
為
る
一勇

二
過
フ
改
ム
を
一歓
一一已

二
克
チ
軟
フ
制
シ
身
亦
フ

錬
磨
シ
家
苦
二
耐
遷
シ
専

修
学
二
勤
メ
欺
テ
小
武
ニ

安
ン
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
ロ
猿

洋
嘱
ン
ア
士
君
子
タ
ル
ノ

修
泰
フ
完
ウ
ン
国
家
ノ
起

烹
タ
ル
コ
ト
フ
期
ス
ヘ
シ

此
ノ
恙
フ
堅
持
ン
ゲ
彩
ラ

サ
ル
之
フ
立
恙
卜
謂
ヒ
此

恙
フ
実
行
ン
テ
盗
マ
サ
ル

え
フ
篤
行
卜
謂
フ
　
諸
子

其
レ
立
恙
篤
行
必
ア
（
猿

教
育
ノ
ュ
旨
二
副
ヘ
コ

支
援
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、

海
外
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
グ

□
―
バ
ル
な
社
会
課
題
の
解

決
に
向
け
た
探
究
的
な
学
び

の
実
現
に
取
り
組
む
な
ど
、

新
た
な
教
育
の
実
践
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
雲
円
友
会
」

と
い
う
名
称
で
、
〈
不
長
４
名
、

副
会
長
２
名
、
お
よ
び
学
年

役
員
を
含
め
、
総
勢
３０
名
が

在
任
。
役
員
の
任
期
は
１
年

で
す
が
同
じ
役
員
が
３
年
間

を
通
し
て
沼
動
し
ま
す
。
新

役
員
の
選
出
は
、
△
□
格
者
説

明
会
で
保
護
者
ヘ
ア
ン
ケ
ー

ト
を
配
布
し
、
全
保
護
者
か

ら
希
望
者
を
募
り
ま
す
。

育
友
会
の
主
な
渚
動
は
、

「熊
高
育
友
会
会
報
」
の
発
行

や
学
校
見
学
会
な
ど
。
な
か

で
も
文
化
祭
や
体
育
祭
な
ど

を
取
材
し
て
作
る
会
報
は
、

生
徒
た
ち
の
学
校
生
渚
を
全

保
護
者
に
伝
え
る
ツ
ー
ル
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
令
和
４
年
６
月
に
は
生
徒

会
と
育
友
会
役
員
の
交
流
会

を
開
催
。
学
校
設
備
に
関
す

る
要
望
や
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小

し
た
学
校
行
事
に
対
す
る
思

い
な
ど
を
生
徒
か
ら
直
接
間

き
取
り
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
育
友
会
で
は

受
験
を
控
え
た
３
年
生
へ
の

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
タ
ト
と
し
て

マ
ー
タ
シ
ー
ト
用
鉛
筆
セ
ッ

ｋ
上
万
拝
尊
律
祗
贈
宙
王
。
「岡
①
＜
〇
⊃
Ｑ

田
ｏ
己
段
∽

自
己
超
克
」
の
学

年
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
入
っ
た
役

員
手
作
り
の
し
お
り
付
き
で

必
勝
の
願
い
を
込
め
、
受
験

生
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

b

人なので大
猿

訓

夢
は
空
よ
り
高
く
、

本
校
は
、
平
成
／
年
４

月
、
苓
明
高
校
、
苓
洋
高

校
、
河
浦
高
校
を
統
合
し
、

苓
明
高
校
の
校
合
を
本
渡

校
舎
、太
「洋
高
校
の
校
舎
を

マ
リ
ン
校
合
と
し
、
校
舎
制

の
高
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、

今
年
で
創
立
フ
年
を
迎
え

ま
す
。
本
渡
校
合
に
普
通

科
、
商
業
科
、
生
物
生
産

科
、
食
品
科
学
科
、
生
活
科

学
科
、
マ
リ
ン
校
合
に
普
通

科
総
合
コ
ー
ス
、海
洋
科
学

科
、
計
フ
学
科
、
４
３
フ
名

の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。

天
草
拓
心
高
校
育
友
会

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、
先

生
方
と
地
域
の
方
々
と
協

力
し
、
体
育
大
会
の
一部
の

競
技
に
参
加
し
た
り
、
長
距

離
走
大
会

（校
合
間
２‐
ｋ

Ｕ

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
学

校
と
天
草
地
域
一体
と
な
っ

た
渚
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
渡
校
舎
は
、
８
万
２

千
席
の
農
地

面
積
を
有

し
、
天
草
農
業
高
校
か
ら

の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
農
業

系
の
実
習
が
行
わ
れ
、

１１

月
の
拓
心
祭
（文
化
祭
）
で

は
、
由辰
産
物
の
販
売
が
行

わ
れ
ま
す
。
部
渚
動
で
は

郷
土
芸
能
部
が
天
草
箇
内

に
留
ま
ら
ず
天
草
ハ
イ
ヤ

節
を
披
露
し
渚
躍
し
て
い

ま
す
。

マ
リ
ン
校
合
は
、
県
内
唯

一の
水
産
系
学
科
を
有
し
、

４
月
に
出
港
式
が

行
わ

れ
、
生
徒
、
職
員
、
保
護
者

で
出
港
す
る
「第
５
代
熊

本
丸
」
を
見
送
り
ま
す
。
保

護
者
に
と
っ
て
は
、
敬
礼
し

て
出
港
す
る
我
が
子
の
姿

に
思
わ
ず
目
頭
が
熱
く
な

る
瞬
間
で
す
。
部
汚
動
で

は
、
カ
ッ
タ
ー
部
が
九
州

大
会
、
全
国
大
会
と
進
出

し

、
大

海

原

で
力

強

く

カ
ッ
タ
ー
船
を
漕
ぎ
渚
躍

し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
自
然
豊

か
な
天
草
の
地
で
、
特
色

あ
る
学
科
に
学
び
、
苦
ワ
と

希
望
を
持
っ
て
日
々
成
長

し
て
い
ま
す
。

◆
後
も
学
校
と
育
友
会

そ
し
て
天
草
地
域
が
一体
と

な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

の
た
め
、
天
車
の
発
展
の
た

め
に
、
子
ど
も
た
ち
が

「～

母
校
を
愛
し
、郷
土
を
愛
す

る
～
」
拓
心
の
風
と
な
り
、

天
草
の
人
に
な
る
よ
う
渚

動
し
て
い
き
ま
す
。

2022年 4月、成年年齢の引き下げが実施されました。未成年が親の同意を得すに契約した場合、原則として契約を取り消すことができま

すが、この引き下 lナ により、18歳、19歳の若者が行つた契約|よ 、親の同意がなしヽものであつたとしても取り消すことができなくなりました。

社会経験が少ない新成人に対し、今後多くの消費者トラブルが予想されるため、各家庭における早急な対応が求められています。今号で

|よ 、委員会メンバー周辺で起こつた消費者トラブルを集め紹介します。参考にしていただき、是非親子で話し合つてしヽただければと思いま

す (なお、飲酒・喫煙・ノノ、＼営ギャンブルなどの解禁年齢|よ 20歳のままとなつてしヽます)。

18歳から

六人ゴ⑧

ぁ子
'と

書ⅢⅢ′

誤

す一“郡

考える !新成人

定期購入
勤画投稿サイトの広告を見てお試 し300円 のダイエットサプリメントを

R麟入。績んだ覚えのない2回 目の商品発送連絡があり、4か月分まとめて

4万 円の請求があった。

色
Ⅲ契約内容をしつかり確認しましょう:(■ 回 ?継続 ?)

●解約条件をしつかり確認しましよう!(解約方法など)

■証拠を強すため事業者に連絡した記録を残しましょう:アド′〔イス

2022年 4月 からは、
18歳の誕生Bが来たら大人です1

1美容医療
美容外不キクリニックで施術を受けたが、顔全体が内出血を起 こし腫れが

弓か,k生活に支障が出た。

色

撃極̈弾”“

必ず確風思。

契約や買い物は、し,かりとf書えて」から。

SNSで知り合つた友達から投資に誘われる

子どもから「SNSで矢[り 合つた友達から一緒に投資をやろうと誘われた。ノ

ウ八ウは毎月2万円で教えてくれるらしい。」と相談がありました。もちろん投

資に「必す勝つ」はありません。更には契約期間が2年半で、総額60万円にな

るようです。即座に「それは詐欺だよ。」と教えてあげました。こういう悪い人

たちもSNSを使つて近づいてきます。やり取りの中で「お金を払う」「入会する」

という話が出てきたときはすぐに親に相談するように指導しました。

Lillヒ 4気 ″カウン|

大入なので、

無理はしない。
t,怪 しい話は、1よ つきり断りましょう :

や投資には必ずリスクがあります(価格が変動し損をする可能性があります),

■クレジットカードでの高額決済や借金をしてまで契約しない :

■綾害者の立場から、加害者に(友達を失うことに)な つてしまうことも :

Ⅲ塔弓資産で投資をする場合は、取引先の築者が無登録の暗号資産交換業者等
でないか確認しましょう 1

■使用する薬などがどのようなものか、自分でも説明できるよう確認しましょう:

i効果だけでなく、リスクや昌」作用などについても知り、

納得した上で自分て選択しましょう:

アド′ヾイス 「 はかの方法や選択肢の説明も受け、自分で選択しましょう:

とその美容医療は「今すぐ,必要 ?最後にもう一度、確認しましょう!

アド′ヽイス

|||もうけ話 (情報商材、マルチ商法、暗号資産等)

先輩の知り合いに「簡単にもうかる」と誘われて、ボームページのアクセス数を

増やすことで簡単に稼げる情報を記載した00万円の情報商材を契約した力k全 く

もうからない。その後、友達を誘えばソす、一ナスが入ると言われた。

マッチングアプリで知り合つた人から暗号資産の投資をすると

絶対もうかると誘われて投資をしたが、出金できなくなった。

500円の占いのはすが

音、駅の近くに500円 の占し1屋さんがオープンしました。

友達と二人で行つてみると、「名前の画数が悪しれ」とアドバ

イスされ、「画数を変えた印鑑を作れば運勢が良くなる」と

いうことで20万円の印鑑を薦められました。買いません

でしたが、今考えると悪質商法だつたのかもしれません。

大入なので、

契約できます。

三年生応援
プロジェ

`フ

ト

出港式

長距離走大会給水ポイント

為と離〉】
体育察 (応援団)

拓心祭 (文化祭販売会 )

熊高生と育友会交流会 士君子ガーデン

天車拓心高等学校
に
は
海
よ
り
広
く
道
を
拓
か
ん
　
一・　
　
　
浄ｔ

！

クラスTシヤツ作りでトラブル

「文化察のためのTシヤツを作ることになり、インターネット1こて学年分の注文を入力した。文化祭中止の

可能性があリキャンセルの本目談を業者にしたところ、業者から作成済みのため金額 (約 24万円)を支払うよ

うに求められた。」という事案が子ども (高 2)からの相談により発覚しました。消費者センターに相談し、結

果的にIよ未成年の独断の契約としヽうことで無効となりましたが、決着には数ヶ月かかり、業者とのやり取りの

中では脅迫的と感じる言葉も受けました。クラスTシヤツ等はインターネット1こて生徒が気軽に注文できてし

まうため、トラブルになることが多くあります。契約につしれて、学校・家庭にてしつかり教えておく必要がある

と感じました。(子どものお小遣しれの範囲での契約であれば未成年でも契約が成立するそうです。要注意。)

「ユS茂 から大人Jの 方に、

今夕1って I工 しい

情報はこちら :

「警ia蔵から大入Jで も

情報尭信 しています !

サイドビジネス?

マルチ?ネズミ講?

(親子で勧誘にあう)

30年近く前の話ですが、中学時代の同級生

から連絡があり「お茶しよう」ということにな

りました。昔話もそこそこに切り出されたの

はサイドビジネスの話。マルチ商法であるこ

とがすぐに分かりました。マルチ商法自体は

合法ですが、大学時代の友人がマルチ商法に

八マつて友達を無くしていく様子を見ていま

したので、その場で断りました。そして今年、

子どもから報告があつたのも似たような話。
「50万円払つて入会し、1人勧誘すれば20万

円もらえるビジネス』だそうです。普通は商品

を介して合法性をアピールするのですが、こ

れは完全なネズミ講 (違法)の話でした。勧誘

する側 (学生)に違法行為の意識がない (カロ

害者になつている自覚がない)点が怖いとこ

ろだと感じました。親子でネズミ請。マルチ商

法について話し合う良しヽ機会となりました。

保護者参加の綱引き

港賀者摩活着すビゴ
靱 繋 季蜘

特集 消費者 トラブル体験談

こんなトラブルに注意 !

魚淑艘0ど億ユenttrtに あう■1■た 新 成 人、こんな トラブルにご踊心 :R~＼ と百を,こ ック】/

◆鵜離本工業専門学校
21世紀に求められる豊かな人間性と 自動車整備 電気 l⑬機械
クリエイティブな人材育成を 工学科 システム科 システム科めざします 80名 40名 40名

〒86卜8038熊本市東区長嶺東5丁目1番 1号  
―

TEL096 380 8645 FAX096 380 8646 -全学科 脇母脇愉訛sttp Ш 0120‐00"8645 魏

契約や買い物でF困つたなJと思つたら、

消費者ホットラインまでお電話ください。
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

LINE友だち登録lどこち5け 5!
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熊 本 県 PTA共 済 か ら の お 知 ら せ 財 )身重本県PTA教育振興財団

春休み期間のご注意

熊本県PTA共済は年度毎のカロ入となつています。

本年度ご加入の共済期間は2023年 3月 31日 までと

なります。共済が適用される渚動については、学校の卒業式

後であつても、3月 31日までの渚動中の被災については共済

が適用さイ1ま す。

高校3年生などが、進学予定の大学などでの部活動などに

3月 中に参加する場合 lよ 、共済の対象とlよ なりません。また春

体み中であつても、4月 1日以後に本年度の学年、学級、部な

ど実施される活動 lよ 、本年度の共済の対象とはなりませんの

で、ご注意くださしヽ。

新型コロナウイルス感染症、活動中の

「感染予防対策」を、常に基本として継続しましょう

感染の拡大が止まらない新型コロナウイルス感染症です。

無症状の感染者からの感染もあり、不織布マスクの使用が必

要とさイ1る場合には継続し、多くの人が密になつて飲食をす

る、マス

`フ

の使用なしに室内

の近距離で会話するなどの

行為を避け、部屋の換気に努

めましょう。

自転車でもヘルメットをつけましょう 1

出会い頭の事故が約半数を占めています !

本共済P災 コースでは、生徒の皆さんの登下校中の交通

事故にも共済金を給付しています。毎年、交通事故の大半が

高校生の自転車による走行中の事故です。自転車による走

行は事故の被害者のみならず力日害者にもなる可能性があり

ます。無理な横断や追い越しなどの危険な行為も見らイlる

ため、道路交通法、自転車安全利用ルールを守りましょう。交

差点での一旦停止による安全確認をお願いします。令不[5年

4月 1日 より施行される改正道路交通法により、すべての

自転車利用者に対し走行時のヘルメット着用が努力義務と

なります。自分の命も周りの方々の命も守る努力をしましょう。

‖

共済の対象となる沼動の範囲、事故発生時の手続き、様々

な手続きに必要な書類など、お気軽にお問い合わせください。

熊本県PTA教育振興財団事務局

(共 済契約の手続 ):0800-200-5553
(共済金請求の手続):096-223-フ 119

熊本県PTA共済に関するご質問やご連絡

保険金請求のご案内熊本県公立高等学校
PTA連合会

もしもの隋は、スピーディーに保険金をお支払いします !

□ デジタ
※

ケガによる入院・通院 または 持ち物の損害は

24時間365日 ぃっでも、どこでも受付けます!

オンラインで簡単請求

お手続きはこちらから―一>
https://wwW aig cojp/sonpo/serwice/contact/intemet

ご利用には条件がごきいます。ご利用条件とご利用方法は、お手元の加入者証でご案内します。※持ち物の損害は降鞍管理下動産補償特約」わ対帯されているプランの場合ご不l用いただけます

その他の保険金請求は, スクール事故受付ダイヤル(24時間受付)目 田 副  0■ 20‐ 300日 399

綴禦婦紫接店0120E228‐553

C 服 装 辮 議 便
ケガによる入院・通院、病気による入院。手術で

10万円以下のご請求は

加 を拿解撃蹴 ポ
0

電話による事故報告のみ

朝ダイ切卜響婁…:髪器筆勢

受付時間 :平 日/午前98き ～午後5時 (土 日 祝日 年末年始を除く)

〒8100022福岡市中央区薬院4丁 目35セ レス薬院5F

制度引受保険会社:AG損害保険い、東京海上自動火災保険仰 損害保険ジヤパンい
勘]入の際には′ヾンフレットおよび重要ヨ頂説つ捨を必ずお読力頂いた上でお申し込)く ださい。

S-220583(2023-08)

第
５３
号
の
高
Ｐ
連
新
聞
の
発
行

に
お
い
て
、
関
係
各
校
の
原
稿
作

成
等
ご
協
力
い
た
だ
き
、
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
自
身
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
携
わ

る
よ
う
に
な
っ
て
数
年
経
ち
ま
す

が
、
広
報
委
員
の
新
聞
作
成
は
初

め
て
の
経
験
で
し
た
。
大
変
そ
う

な
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
り
ま
し
た

が
、
同
委
員
会
の
皆
様
、
及
び
多
く

の
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
勤
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
発
行
の
新
聞
で
は
、
４
月
の

成
八
年
齢
引
き
下
げ
実
施
に
伴
い

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
各
家
庭
内
で
も
話
題
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
　
竹
下
　
　
渉

○
調
査
広
報
委
員
長

鹿
本
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

中
野
　
真
二

〇
調
査
広
報
委
員

翔
陽
高
等
学
校

育
友
会
会
長

内
村
恵
美
子

菊
池
高
等
学
校

育
友
会
会
長

高
宗
　
友
子

御
船
高
等
学
校

育
友
会
会
長

竹
下
　
　
渉

熊
本
西
高
等
学
校

育
西
会
会
長

田
畑
　
梨
江

水
俣
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

小
嶋
　
和
也

○
顧
問

鹿
本
高
等
学
校
　
校
長

石
村

　

秀

一

保険へのご力E入等の
お問い合せ先

編
集
後
記
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